
令和6年度 知的財産権制度活用優良企業等表彰

知財功労賞　特許庁長官表彰

①2017年に地域団体商標「琉球泡盛」を取得。地団をシンボルに多様な活動を通じ、琉球泡盛産業の活
性化や地域おこしを牽引。なお、知財の管理や活用の方針は酒造所の社長など16名の理事で構成され
る理事会にて検討。組合員全体に対しては知財の勉強会を行っている。
②酒類の地理的表示（GI）も取得しており、組合内のGI琉球管理委員会が生産基準の原料及び製法に関
する事項が満たされているか確認作業を実施。認められたものは、ボトルラベルに地団「琉球泡盛」
を付して販売することを義務付けており、地団とGI制度を併せて活用しブランド力向上と模倣品対策
に活かしている。
③組合内に目的に応じた部会を設けるなど、組合で一体となった多様な活動を実行中。国内では若年層
をターゲットにした「琉球泡盛ブランディング」や琉球泡盛を通じ観光業としての看板商品化を目指
す「泡盛ツーリズム推進」等、幅広く展開。海外に向けては、組合、国、県、関係団体の官民一体と
なって海外販路拡大に取り組む「琉球泡盛海外輸出プロジェクト」を展開。輸出量は2021年、2022
年と続いて過去最高を記録。
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受賞のポイント

企業概要
沖縄県那覇市港町2丁目8番9号
1958年
ー
5人
酒税の保全及び酒類業組合等に関する法律に基き、健全な進歩発展のために必要な
事業を行い、組合員の自主的、且つ、自由公正な事業活動の振興を期し、事業を行う

所 在 地：
設　　立：
資 本 金：
従 業 員：
事業概要：

https://okinawa-awamori.or.jp/

GI 琉球　ロゴマーク 国内ブランディング　ロゴマーク 海外ブランディング　ロゴマーク

展示会 BCBシンガポール（2023 年11月）
に泡盛ブースで出展


